
令和３年 ５月１８日 
土木建築部道路整備課 

 
 

青海大橋（下り線）の緊急調査結果と今後の対応等について 
 
 

青海大橋については、緊急調査や解析の結果、通行に対する安全性を確認した
ことから、５月２０日（木）午前５時から通行規制を解除することとしたので、
下記のとおりお知らせします。 

 
記 
 

１ 場所 
  長門市大字仙崎（県道青海島線 青海大橋（下り線）） 
 
２ 解除日時 
  令和３年５月２０日(木) 午前５時 
 
３ 緊急調査や解析の結果 

・鉛直ＰＣ鋼棒について、次のとおり、破断や減厚を確認 
 

 

 

 

 

・主桁端部やヒンジ部に異状や段差がないことを確認 
・鉛直ＰＣ鋼棒を補完する補強鉛直ＰＣケーブルについても異状のないこと

を確認 
・調査結果を用いて、鉛直ＰＣ鋼棒や補強鉛直ケーブルの解析を実施し、車

両等が橋を安全に通行できる強度を有していることを確認 
 
４ 今後の対応 

・引き続き、必要な調査を行い、補修・補強などの対策を早期に実施 
・対策を実施するまでの間、変位計や歪みゲージ等を設置してモニタリング 

 
５ 臨時相談窓口 

・日常生活や事業活動に関する臨時相談窓口を設置 
（本日から当面の間、24時間対応） 
萩地方県民相談室 長門市駐在（長門土木建築事務所内） 
［住所］長門市東深川 1875-1 
［電話］090-8993-6049 

 

公表基準や点検結果、長寿命化計画、法定点検結果等
の情報を集約して、専用webサイトで公開

全体 破断 減厚1mm以上 減厚1mm未満
Ｐ３橋脚 １２本 ２本 ６本 ４本
Ａ１橋台 １２本 ０本 １本 １１本



青海大橋の概要
【橋梁諸元】

建設年次：１９６６年（昭和４１年）
橋長 ：２６０m
橋種 ：有ヒンジ３径間ラーメン箱桁橋 （A1～P3）

４径間PCポステンT桁橋 （P3～A2）

【下り線】
路線名：県道青海島線

建設年次：１９９１年（平成３年）
橋長 ：２６０m
橋種 ：３径間連続ラーメン箱桁橋 （A1～P3）

４径間PCポステンT桁橋 （P3～A2）
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青海大橋（下り線）の調査結果（Ｐ３橋脚）
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【構造の概要】
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青海大橋（下り線）の調査結果（Ａ１橋台）
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